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アルコールと認知症
　認知症には、「アルツハイマー型認知症」「血管性認知症」「レビー小体型認知症」「前頭側頭型認知症」など
さまざまな種類があり、そのうちのひとつが「アルコール性認知症」です。
　飲酒量や日頃のライフスタイルも影響している「アルコール性認知症」は、高齢者だけではなく、若い世代
にとっても無関係な話ではありません。

　アルコールの大量摂取が原因と考えられる認知症のことをいいます。
　大量に飲酒する人やアルコール依存症の人には、高い割合で脳委縮が見られ、認知症のリスクを高めること
につながります。

【認知症かなと思ったら、まずは相談を！】
　役場、余市町地域包括支援センター、在宅介護支援センターかるな、余市町認知症の人を支える家族の会、
かかりつけ医、精神科等の専門医療機関など。（余市町認知症ケアパスより）

○アルコール性認知症とは？

大量飲酒の継続

《治療方法》　まずはお酒を断つことが最も重要です。また、薬物療法や食事療法なども行われます。

○余市町の飲酒状況と適切な飲酒量（令和５年度特定健診実施結果より）
　毎日飲酒する男性の割合は４４８人中１６１人で３５．９％、女性の割合は５２２人中５６人で１０．７％、
毎日２合以上のお酒を飲む男性の割合は４４８人中８８人で１９．６％、毎日１合以上のお酒を飲む女性の割
合は５２２人中７３人で１４．０％でした。北海道の割合と比べると高い状況です。
　アルコール性認知症や生活習慣病のリスクを高める飲酒量は、１日あたりの純アルコール摂取量に換算する
と男性４０ｇ・女性２０ｇ以上とされています。
　お酒を飲む際は、１日あたりの純アルコール摂取量２０g程度を目安にして適切に楽しみましょう。
※女性や高齢者、お酒を分解する力が弱い方 (飲酒後顔が赤くなる方 )はより少量の飲酒が適当です。

【アルコール性認知症の初期症状】 つじつまを合わせるため、つじつまを合わせるため、
無意識に作り話をする無意識に作り話をする

新しいことを覚えられ新しいことを覚えられ
なかったり、少し前の出なかったり、少し前の出
来事を忘れてしまった来事を忘れてしまった
りするりする

怒りや興奮が過剰に怒りや興奮が過剰に
なったり、場にそぐわなったり、場にそぐわ
ない言動をしたりするない言動をしたりする
※暴言や暴力をふるう※暴言や暴力をふるう
こともことも

歩くときにふらついたり、歩くときにふらついたり、
手が震えたりする手が震えたりする

自分がいる場所や現在の自分がいる場所や現在の
時間がわからなくなる時間がわからなくなる

正常な脳 脳の萎縮

【予防】
　生活習慣を見直しましょう！お酒を飲むときには適量にすることが肝心です。

【純アルコール摂取量２０gの目安】
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